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単 元  第５章 指数関数と対数関数                                         

 
指 
 
導 
 
目 
 
標 

１ ２次関数での指導を踏まえて指数関数及
び対数関数を扱う。その際、基本的なグラ
フをかかせながら、関数の値の増減などを
調べ、関数の特徴をとらえるとともに、関
数についての理解を一層深める。 

２ 指数関数及び対数関数を具体的な事象の
考察に活用できるようにし、その有用性を
理解させる。 

 

 
指 
 
導 
 
計 
 
画 
 

１ 指数の拡張・・・・・・・・・２時間 

２ 指数関数・・・・・・・・・・２時間 

３ 対数とその性質・・・・・・・２時間 

４ 対数関数・・・・・・・・・・２時間 

５ 常用対数・・・・・・・・・・２時間 
         （本時はその１時間目） 
 問題・・・・・・・・・・・・２時間 

 
本時の指導 

主題（教材）  対数の歴史的意義とその有用性 

前時の課題  対数関数の性質を理解しておく。 

目 

 
標 

１ 対数発見の歴史的背景やきっかけを紹介し、数学が世界に与えてきた恩恵を感じさせるとと
もに、数学の実用性を認識させる。 

２ 対数の特徴を踏まえ、その有用性を認識させるとともに、先人の知恵と工夫の上に現代の科
学が成り立っていることに気付かせる。 
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程 
 

学 習 活 動 
時 
間 指 導 上 の 留 意 事 項  資料・評価規準等 

 
導 
 
入 

 
 本時の目標を確認する。 
 
 

 
５ 
 
 

 
〇指数と対数は別々に発見
され、発展してきたこと
に触れる。 

 
〇コンピュータ 
〇プロジェクタ 
 

 
 
 
 
 
展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 

１ 対数発見の歴史的背景を知る。 

・大航海時代の正確な航路計算と
いう社会の要請 

・三角法の発展 
 
 
２ 対数表発明の意義を認識する。 
・例題 79×48 を常用対数表を

利用して求める。 
 ・３桁の整数８個の掛け算計算の

速さを競う。 
  ①対数表利用 
  ②筆算 
  ③電卓 
 
３ 対数活用の有用性を認識する。 
・You Tube「Powers of Ten」を視
聴 

・対数で刻まれた単位 
  マグニチュード、pH、dB、 

化石年代測定 

 
10 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 

 
〇指数、小数などがなかっ
た時代であることに触れ
る。 

〇既存の知識をもとに新た
な課題を解決する数学の
良さを認識させる。 

 
 
 
〇発明当時における対数表
利用の有用性を実感させ
る。 

 
 
 
〇大きな数、微小な数を扱
う場面での対数の有用性
を実感させる。 

〇現代社会における対数の
有用性を認識させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇自作動画 
【評価規準】 
〇対数表発明の意義
を理解する。 

（関心・意欲・態度） 
【評価方法】 
〇ワークシート 
 
〇You Tube 動画 
【評価規準】 
〇対数活用の有用性
を理解する。   

（知識・理解） 
【評価方法】 
〇ワークシート 

整

理 

１ 本時のまとめをする。 

２ 次時の予告をする。 
 

 
５ 
 

 
〇次時の課題への積極的な
取組を促す。 

 

 
 

次時の 

課 題 

  
課題プリントを予習しておく。 
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